
横浜天声キリスト教会　　週報　第 3巻 19号（No.118）　　2012年 5月 6日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。Mat13:36-43
*賛美　･･････････････････ 　３９９番

*交読文　････････････････ 　５１番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　３８２番

聖餐式

メッセージ　･･････････････ 荒野の査定と永遠の報酬（ヘブル３：１３－１９）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　３９７番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられる　ように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れてお祈り下さい）

兄弟たち、あなたがたのうちに、信仰のない悪い心を抱いて、生ける神から離れ

てしまう者がないように注意しなさい。

あなたがたのうちだれ一人、罪に惑わされてかたくなにならないように、「今日」と

いう日のうちに、日々励まし合いなさい。――

＿＿＿＿は、最初の確信を最後までしっかりと持ち続けるなら、キリストに連なる

者となるのです。――それについては、次のように言われています。

「今日、＿＿＿＿が神の声を聞くなら、／神に反抗したときのように、／心をかた

くなにしてはならない。」（ヘブル３：１２－１５）

メッセージ概要

「ヘブル 4:3 信じたわたしたちは、この安息にあずかることができるのです。」

神の安息に入るには、どうすれば良いか。それは実にシンプルで、信じる事である。

安息に入った者は自分のわざ、自分のやりくりを終えて、神の為された創造のわざの内に、ただ安息する。

（ヘブル 4:10）しかし、安息の地に入れず落伍して行く者もいる。それは、つぶやく者、不信仰の者である。

モーセの時代、出エジプトした群集全体は、安息の地へと導いて下さるという神様の約束を信じ、進んで

行ったが、その民は、ヨシュアとカレブの二人を除いて全員、約束の地に入る事が出来なかった。

彼らは主のすばらしい御業を体験し、逆らう者に対する裁きの恐ろしさも、まじまじと見ながら、それでも自

分の思い通りに行かないと、不平不満を言い、つぶやいたからだ。

「民に加わっていた雑多な他国人は飢えと渇きを訴え、イスラエルの人々も再び泣き言を言った。「誰か肉

を食べさせてくれないものか。エジプトでは魚をただで食べていたし、きゅうりやメロン、葱や玉葱やにんに

くが忘れられない。今では私達の唾は干上がり、どこを見回してもマナばかりで何もない。」（民 11:4-6）

この不平をつぶやいたのは、途中、多く入り混じった雑多な外国人で、神の民は、彼らにつられてしまった。

人数が多ければ良いというものではない。不純な者達が雑多に入り混じってしまうと、彼らは余計な事を

言って、余計な怒りやいらぬ欲望を駆り立たせ、本来ならつまづかないような者をも、躓かせてしまう。

しかし神は、彼らを決して神の国の祝福にあずからせる事はせず、荒野で篩い分け、ふるい落とし下さる。

彼らが貪欲に駆られ、「食べたい」と 豚のようにうるさく呟いたのは、薬味が強いもの、肉欲をそそるもので、

それを食べた事のある大人はその味を思い出し、味を知らない子供達にはエジプトをあこがれさせ、神が

日々下さるマナが、あたかもつまらないものであるかのように仕向けた。

豚が真珠を踏むように、神様の尊い憐れみを踏みにじり、兄弟姉妹の心を挫いても何とも思わず、彼らの

善意にいつまでもブラブラぶら下っているような者は、死骸として晒されたまま荒れ野に置いて行かれる。

主は、彼らの汚い貪欲にもかかわらず、望みどおり、おびただしい程の肉を、飽きる程送ってくださった。

しかし、この貪欲な者達は、切望した肉を取って口まで持って行きはしたが、食べる事は出来なかった。

肉がまだ歯の間にあって、かみ切られないうちに、主は彼らを激しい疫病で打たれたからだ。(民 11:33)

このように、神の恵みを忘れさせ、肉に駆られてつぶやく者は、望んだ物を手にしても食べられない。

主が約束して下さった祝福を軽んじる者も同様、祝福を見ても、食べる事は出来ない。(２列王7:16-20)

彼らはどんどん落伍して行くが、神の民は、減る事はない。

出エジプトして 2年目の人口調査では、成人男性は 603550 人（民 1:46）、カナンに入る直前に行われた

2回目の人口調査では 601730 人（民26:51）、その差はわずか、1820 人の減少である。

最初の人口調査は、編隊を組んで荒野を旅する便宜のためだったが、2回目の調査は、相続地をくじで

割り当てる上で、多い部族には多く、少ない部族には少なく、割り当てる情報収集のためである。

荒野において、ある部族は半分以下に減り、ある部族はほぼ変わらず、ある部族はかなり増えた。

このように、荒野においては、信仰が査定され、誘惑に耐えて信頼し続ける者の子孫は着実に増えて行き、

永遠に変わらない約束の相続地も増し加えられるが、そうでない者の子孫や相続は、減らされる。

豚のように不平を鳴らし、兄弟姉妹の信仰や神様の憐れみを踏みにじるような者達は、荒野に死体として

置いて行かれ、最初の信仰をしっかりと貫く者は、約束の地に入り、そこで栄え、永遠に名を残すのである。

皆さんは荒野に死骸として置いてけぼりにされる者達だろうか？ それとも、安息の地に向かって一歩一歩

前進し、やがて安息と栄光を勝ち取る者達だろうか？

皆さんは荒野の時期にしっかり信仰に留まり、子孫を増やし、やがて継ぐ天の王国にて多くの領土を頂け

るだろうか?　それとも信仰に立つ時間よりも不信仰の時間を多くして、いのちを減らしてしまう者だろうか？

それは、皆さんの信仰次第である。

日々、信仰に歩み、安息の地に入れる皆さんでありますように！イエス様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書勉強会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～
金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 3巻 19号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 5月 6日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


